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分子標的薬をはじめとした全身治療の進歩により肺癌や
乳癌の治療成績が向上しており,転移性脳腫瘍に対する放
射線治療の重要性は増している.当院では2014年7月よ
りNovalis Txを用いた定位放射線治療を開始し,2015年1
月までに35例65個の治療を行った.一般的に転移個数が
多い場合は全脳照射が選択され,定位放射線治療の適応は
転移個数4個以下とされているが,γナイフを用いた定位
放射線治療では,転移個数5個以上に対しても,その有用
性が報告されている.一方,医療の高度化に伴う国民医療
費の増大が社会的問題となっており,費用対効果を考慮し
た医療が求められている.全脳照射と定位放射線治療の適
応を選択するために,既知の予後因子解析が,当院で全脳
照射を施行した肺癌症例に対し有用であったか遡及的に検
討した.今後,それぞれの治療法の長短を考慮しながら,
個々の患者背景や予後予測に応じた,最適な治療方法を模
索していく必要があると考えられた.
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